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答数を基に得点換算することが多い。これは古典的テスト理論 (ClassicalTest Theory) 












が決まる。例えば 100問中 60間正解すれば、 60点というようなものであるが、これが古
典的テスト理論の基本的な考え方である。この結果処理の方法にはいくつか問題が指摘さ
れており、大友 (1996)や中村 (2002)に詳しいが、ここではその一部を示す。















ト得点 (logit score) Jというものが使われる。ロジット得点l士、出色対的な原点と等間隔
の毘盛りを持つ尺度点である。これによって fどのようなテストでも向ーの尺度に沿って
受験者能力の推定ができ、同ーの能力を持つ受験者で、あれば、異なったテストを受験して
も、間ーの受験者能力パラメータが与えられるJ(中村 2002: 31-32)。さらに fどの受験
者にとっても、同一の意味を持つ、不変的 (invarian土)な項毘特性パラメータの算出、つ
































































































次のグラフ lは、 1パラメー タ・ラッシュ・モデ、ノレで、算出した耳悲解問題 1番(項目鴎難
度-1.576)の項目特性曲線 (ItemCharacteristic Curve)である。
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受験者受験者能力 得点 受験者能力 得点 受験者能力 得点
(0-120) (0-120) (0-160) 
-0.123 57 1.353 69 0.477 82 
2 1.200 71 0.499 74 0.221 81 
3 1.200 68 1.044 76 -0.221 73 
4 0.628 63 2.706 70 0.000 121 
5 1.200 64 1.044 55 -0.447 90 
6 2.494 52 0.000 66 0.447 64 
7 -0.123 60 0.499 61 0.221 84 
8 0.123 60 1.044 65 0.447 80 
9 1.951 62 0.763 62 0.000 81 
10 1.540 64 0.763 72 0.221 109 
1 1.540 60 0.763 59 -0.221 89 
12 0.901 65 0.763 65 0.447 83 
13 -0.371 62 -0.247 53 -1.527 73 
14 1.951 77 0.763 68 1.527 99 
15 -0.123 59 1.044 64 0.682 63 
16 91 2.706 97 3.243 107 
17 -0.901 51 0.000 46 0.000 75 
18 1.540 68 1.708 67 -0.682 91 
19 1.200 64 0.763 70 0.447 87 
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のパラメータのほかに f項自弁別力 (discrimination)J、f当て推量 (guessing)Jの各パ































(5) ]ASSO HP r平成21年度目本留学試験(第2回)実蹴楳の概要j
<http://www.jasso.go.jp/eju/documents/outline_of_resul t_2102. pdf>2012年2月
29日参照
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